病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・特記事項はありません。

＜患者様連絡事項＞
・金澤　洋子様～退院支援についての相談をしたいと妹様より連絡あり、9/3（月）に来院される予定です。グループホーム「大久保の里」のパンフレットを用意しておきますので、来院時に渡し、入所を検討して頂くよう周知をお願します。又、グループホーム「大久保の里」のパンフレットとＰＳＷからの情報は、スキャンして病棟のフォルダ内に「施設資料」として入れていますので、必要時印刷して施設入所を検討している患者様の御家族へ情報提供して下さい。

・沼山　深雪様～息子様来院し、本人様と面会し退院について相談の後、担当スタッフと面談しています。本人との対話の仕方についてどうすればいいか分からないと話しています。また、「今後も自分が一人で看ていかなければならないと思うし」と話しています。「だからといって入院を伸ばす事も出来ないと思うので、9月10日の退院でいいです。」との事。外来は、あおぞらクリニック希望しています。息子様の精神的負担軽減の為にも、状態に変化を感じ不安に思う際は外来へ早期に相談する事、服薬に関し怠薬から再燃につながるため内服確認の協力をお願いしています。兄嫁様へ息子様と退院について話した内容を伝え、兄夫婦も息子様と連絡は取っているので知ってはいると話し、9月10日に退院希望、外来はあおぞらクリニック、障害年金申請希望ありPSWへ伝えている事を話しています。
・蝦夷森　重男様～本日、弟様と面談後、青山荘見学の為外出へ行く予定であるが、強行突破し作業へ行こうとし男性スタッフへ止められ、病棟へ戻りスタッフ数名で説得し、弟様、ＳＷ、男性スタッフ同伴にて青山荘見学へ行かれています。青山荘スタッフへの対応は良く、説明時に質問したり
　　　　　　　　　利用者様の声掛けに穏やかに返答されています。青山荘スタッフから
　　　　　　　　　感想を聞かれ「設備が整っていていい。」と述べられています。帰院後
　　　　　　　　　病棟スタッフと話し合い、質問には答える事出来、意欲は見られてきています。

＜田名部Ｄｒケース検討・診察状況＞
・瀧澤　杏奈様～本日は声掛けにて拒否なく朝食2/3摂取されています。昼食は、嘔気を
訴えることは無く「食べません」と話し不食されています。昨日、父様
の面会あり「来てくれたことが嬉しくて」と、涙を流すことありました。
薬剤調整後より妄想発言は減ってきていますが、プログラムや作業への参加は数える程しか出来ていません。プログラム等に参加出来ない時は、病棟で入浴の回数や洗濯の頻度・量を細目に確認しながら、洗濯を行ってもらうよう声掛け・促ししていきましょう。拒薬はなく睡眠も取れています。診察時、嘔気、眠気、よだれを訴えて明日の朝からの臨時薬でリスペリドン（1）2Ｔ➝1Ｔへ減薬となります。

・成田　富士子様～本日起床時、他患者様と挨拶はしたが、顔を見て嫌な気持ちになった事、リハパンに尿失禁をしてしまいショックであると言うことを話し受け止められないと希望にて、ロラゼパム（0.5）1T服用しています。
　　　　　　　　　朝のインスリンの自己注射の為訪室したスタッフへ作業室でＦＯ様から昨日叫ばれた事について話し、作業は休みたいと訴えています。対処法について説明するも「自分は悪くない」と主張し聞き入れず、声高さ見られ、休んで様子を観る事としています。周りの不満を訴え自分自身を振り返れず、精神的にも不安定さみられていますので、投げやりとならないよう傾聴し対処法を一緒に考え、実践できるように介入していきましょう。8月中の買い物金額が2万7千円あまりと高額になっており、今後の無駄遣いを減らしていけるよう、購入品のリストを作成中です。引き続き対人交流面での対処方法や、金銭管理面の指導・介入をしていきましょう。又、毎週土曜日の買い物後におやつをもらいに来るのではなく、購入したおやつは日曜日からの分である事を伝えていきましょう。
　　　　　　　　　診察では、うつ病ではないのかと主治医へ尋ね、人格障害か感情障害と捉えていると説明されています。人格障害の原因についても尋ねられています。今後について病院の傍に住んで通院したいと話しています。

・若沢　広志様～薬剤調整後は、夜間の睡眠は取れるようにはなってきています。以前の様にホールに降りてくる事は少なくなってきています。一昨日は元妻から電話があり、「仲直りした」とスタッフへ話しています。睡眠安定してきたら、今後について検討していきましょう。診察時、手や体に振戦あり、明日の朝からの臨時薬でリーマス（200）2Ｔ（100）2Ｔへ減薬となります。

・齋藤　光枝様～旦那様が8月末位に面会が来るかもしれないと話していましたが、面会はありません。振戦は目立たず、日課等も行えています。主治医へ今後の方針について確認し進めていきましょう。
　　　　　　　　　診察では、本人は鈴鹿に帰りたいと話しています。退院前に友達に会いに行きたいと外出希望あり、御家族の付き添いがあれば行ける事を伝えられています。今後については御家族と話し合っていきましょうと説明されています。

・千葉　光広様～特に変わりなく、日課等行えています。腰痛持続している為カロナール（200） 2Ｔ　2×朝・夕で本日夕より7日分処方となっています  

・犾守　佑太様～先週の金曜日の入浴後、スタッフへ攻撃的・挑発言動・妄想・被害的訴えをしてきています。以後は訴え無く過ごされています。今後同様の事を他患に話す事も考えられ、その場合スタッフの介入の余地なく瞬間的に重大なトラブルにつながる可能性もある為、妄想発言の内容や有無、他者トラブルに注意していきましょう。

・伊藤　義彦様～8/15今後について、本人、弟様、藤原SGM、藤田で再確認しています。自宅退院は無理であり、施設も希望するところも当てもないという事であり、当法人の青山荘との事で、障害区分認定を取ってスムーズに退院支援を進めていけるようにしていきましょう。他患者様の青山荘体験利用の際、一緒に体験利用へ行く予定です。

＜退院支援状況＞
・山口　富造様～介護保険更新のための訪問調査を終え、訪問調査時の様子であると要支援2（現在は要介護1）との事。同センターで把握している5ヵ所の施設へ問い合わせたが、どこも空きがないとの返答だった為、今後は、施設申込を進めていく必要があるが、やはり申し込み自体はご家族様へお願いしたいとのこと（完全に絶縁状態ではなく、当院入院時にも連帯保証人として次男様が署名していることが理由だと）。担当スタッフは息子様へ連絡し申し込みを進めて下さい。

＜ＳＳＴミーティング＞
[bookmark: _GoBack]・短期目標の設定


